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要
旨大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
よ
る
奈
良
市
璉
寺
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
近
現
代
に
お
け
る
璉
寺
の
「
縁
起
」
に
関
わ
る
資
料
を
三
点
取
り
上
げ
て
紹
介
す
る
。
一
つ
は
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
『
寺
院
明
細
張
』
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
録
音
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
先
々
代
の
住
職
故
下
間
松
甫
氏
に
よ
る
、
璉
寺
の
解
説
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
に
、
璉
寺
が
主
体
と
な
っ
て
境
内
に
設
置
さ
れ
た
璉
寺
解
説
板
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
点
の
資
料
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
縁
起
」
を
生
成
し
て
い
く
過
程
を
示
す
と
と
も
に
、
各
時
代
ご
と
の
特
色
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
と
く
に
、
明
治
期
の
行
政
と
璉
寺
に
よ
る
「
縁
起
」
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
や
、
現
代
に
は
、
下
間
松
甫
氏
や
現
在
の
住
職
に
よ
っ
て
、
文
化
財
へ
の
高
い
関
心
を
も
っ
て
新
た
な
「
縁
起
」
が
生
成
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。
は
じ
め
に
近
代
・
現
代
に
お
け
る
璉
寺
の
「
縁
起
」
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
は
、
二
〇
〇
五
年
よ
り
、
古
代
寺
院
で
あ
っ
た
平
城
京
紀
寺
（
璉
城
寺
）
の
法
灯
を
継
ぐ
璉
寺
（
奈
良
市
西
紀
寺
町
）
に
お
い
て
、
発
掘
調
査
と
古
文
書
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
け
る
璉
寺
の
由
来
な
ど
を
記
録
し
た
「
縁
起
」
に
関
わ
る
資
料
三
点
を
紹
介
し
、
璉
寺
の
「
縁
起
」
を
め
ぐ
る
基
礎
的
な
事
実
関
係
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
目
的
と
意
義
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
現
在
の
璉
寺
に
は
、
室
町
期
の
編
纂
・
作
成
と
推
定
さ
れ
る
『
璉
城
寺
縁
起
』
が
存
在
す
る
。
璉
寺
や
そ
の
周
辺
で
は
、
こ
の
縁
起
を
根
本
と
し
て
、
江
戸
期
以
降
い
く
種
類
も
の
「
縁
起
」
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
縁
起
」
は
、
そ
の
時
期
、
そ
の
場
所
に
お
い
て
特
有
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
す
で
に
別
稿
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
江
戸
期
に
お
け
る
璉
寺
所
蔵
『
璉
城
寺
縁
起
』
の
江
戸
期
に
お
け
る
写
し
に
は
、
延
享
年
間
（
一
七
四
四
～
四
八
）
の
書
込
み
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
当
該
期
に
お
け
る
寺
の
「
中
興
」
と
連
動
し
た
「
縁
起
」
再
評
価
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る （１
）。
と
こ
ろ
で
、
調
査
の
過
程
に
お
い
て
、
近
現
代
の
事
象
と
向
き
合
う
こ
と
も
多
い
。
ま
た
、
現
在
調
査
を
実
施
し
て
い
る
璉
寺
の
現
状
を
記
録
に
と
ど
め
る
必
要
も
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
近
現
代
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
璉
寺
の
「
縁
起
」
に
関
わ
る
資
料
三
点
を
と
り
あ
げ
る
。
一
つ
は
、
明
治
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
論
集
第
47号
（
二
〇
一
〇
）
近
現
代
に
お
け
る
奈
良
市
璉
寺
の
「
縁
起
」
堀
裕
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の
『
寺
院
明
細
帳
』
に
あ
る
「
璉
城
寺
」
の
項
（
通
し
番
号
で
第
五
五
号
に
あ
た
る
）
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
録
音
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
先
々
代
の
住
職
故
下
間
松
甫
（
春
吉
）
氏
に
よ
る
璉
寺
の
解
説
で
あ
る
。
最
後
に
、
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
に
、
璉
寺
が
主
体
と
な
っ
て
境
内
屋
外
に
設
置
さ
れ
た
木
製
の
璉
寺
解
説
板
で
あ
る
。
な
お
、
原
資
料
に
基
づ
く
表
記
以
外
は
、
近
代
以
降
は
、
現
在
の
寺
号
の
「
璉

・
寺
」
と
し
、
そ
れ
以
前
は
「
璉
城
寺
」
と
す
る
。
・
１
明
治
一
二
年
『
寺
院
明
細
帳
』
○
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
『
明
治
十
二
年
添
上
郡
寺
院
明
細
帳
』
（
資
料
Ｉ
Ｄ
五
五
六
〇
〇
〇
七
三
五
／
請
求
番
号
一
・
Ｍ
一
二
・
二
五
）
明
治
政
府
に
よ
っ
て
全
国
で
作
成
さ
れ
た
『
寺
院
明
細
帳
』
に
つ
い
て
は
、
青
木
睦
氏
が
概
括
的
な
研
究 （２
）を
行
っ
て
い
る
。
氏
の
研
究
な
ど
を
参
照
し
つ
つ
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。
明
治
政
府
に
よ
る
寺
院
の
調
査
は
、
一
八
七
〇
（
明
治
三
）
に
命
じ
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
本
末
寺
号
其
外
明
細
帳
』
（
３
）な
ど
は
、
そ
の
指
示
に
従
い
、
お
お
む
ね
同
年
と
翌
年
に
全
国
で
作
成
さ
れ
た
帳
簿
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
本
末
関
係
や
土
地
な
ど
の
記
載
の
み
で
あ
り
、
「
由
緒
」
な
ど
「
縁
起
」
に
関
わ
る
記
述
は
な
い
。
そ
の
後
、
一
八
七
七
年
（
明
治
一
〇
）
に
内
務
省
社
寺
局
が
設
立
さ
れ
、
調
査
が
本
格
化
し
、
あ
わ
せ
て
「
由
緒
」
に
関
わ
る
調
査
も
始
ま
っ
た
。
一
八
七
九
（
明
治
一
二
年
）
「
神
社
寺
院
及
境
外
遥
拝
所
等
明
細
帳
書
式
」
が
通
達
さ
れ
、
所
在
地
、
本
末
関
係
、
宗
派
、
寺
名
、
本
尊
、
由
緒
、
堂
宇
間
数
、
境
内
坪
数
・
地
種
、
境
内
仏
堂
や
庵
室
に
つ
い
て
の
本
尊
・
由
緒
・
建
物
、
境
外
所
有
地
、
檀
徒
人
員
、
管
轄
庁
ま
で
の
距
離
な
ど
に
つ
い
て
提
出
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
応
し
て
各
寺
院
が
提
出
し
た
も
の
を
綴
っ
た
『
寺
院
明
細
帳
原
簿
』
を
も
と
に
、
府
県
単
位
で
、
お
そ
ら
く
は
多
く
府
県
の
罫
紙
を
利
用
し
て
『
寺
院
明
細
帳
』
が
作
成
さ
れ
た
。
さ
て
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
添
上
郡
の
帳
簿
は
、
表
紙
に
「
明
治
十
二
年
七
月
調
大
和
国
添
上
郡
寺
院
明
細
帳
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
鉛
筆
で
「
明
治
二
十
七
年
分
を
含
む
」
や
朱
筆
に
よ
る
書
込
み
も
有
る
。
現
在
の
奈
良
県
添
上
郡
域
は
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
に
堺
県
に
編
入
さ
れ
、
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
）
に
堺
県
の
一
部
と
し
て
大
阪
府
に
編
入
し
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
に
奈
良
県
が
再
設
置
さ
れ
現
在
に
い
た
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
よ
う
な
経
緯
と
関
連
し
て
、
こ
の
添
上
郡
の
帳
簿
の
冒
頭
に
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
目
次
が
二
種
、
連
続
し
て
付
い
て
い
る
。
一
つ
は
奈
良
県
の
罫
紙
を
使
用
し
、
冒
頭
に
「
奈
良
及
添
上
郡
寺
院
明
帳
目
録
」
と
あ
り
、
も
う
一
つ
は
大
阪
府
の
罫
紙
を
使
用
し
、
冒
頭
に
「
堺
県
下
大
和
国
添
上
郡
寺
院
明
細
帳
目
録
」
と
あ
る
。
奈
良
県
の
罫
紙
に
書
か
れ
た
目
次
の
作
成
時
期
は
、
奈
良
県
が
再
設
置
さ
れ
た
、
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
本
文
の
罫
紙
は
、
す
べ
て
大
阪
府
の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
後
者
の
「
堺
県
」
の
目
次
と
本
文
は
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
か
ら
一
八
八
七
年
（
明
治
二
〇
）
の
間
に
、
一
連
の
も
の
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
の
記
載
内
容
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
寺
院
が
、
先
に
述
べ
た
書
式
で
原
則
統
一
さ
れ
て
い
る
。
個
々
の
寺
院
ご
と
に
、
先
に
そ
の
宗
派
、
本
尊
、
由
緒
、
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建
物
な
ど
を
記
し
た
後
、
追
筆
に
よ
っ
て
寺
の
土
地
に
関
す
る
「
境
外
所
有
地
」
な
ど
の
事
項
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
追
筆
部
分
と
は
「
璉
城
寺
」
の
場
合
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
○
）
に
行
わ
れ
た
土
地
の
売
却
に
関
す
る
記
述
と
な
る
。
追
筆
部
分
を
除
け
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
一
冊
の
帳
簿
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
筆
で
あ
る
。
青
木
氏
の
指
摘
も
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
帳
簿
は
、
寺
院
ご
と
に
提
出
さ
れ
た
書
類
を
ま
と
め
た
『
寺
院
明
細
帳
原
簿
』
を
参
照
し
つ
つ
、
一
括
し
て
清
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る （４
）。次
に
璉
寺
固
有
の
問
題
を
二
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
「
由
緒
」
の
記
載
内
容
が
、
前
半
部
を
中
心
に
室
町
期
作
成
と
考
え
ら
れ
る
璉
寺
所
蔵
『
璉
城
寺
縁
起
』
の
内
容
か
ら
の
、
直
接
、
も
し
く
は
間
接
的
な
抜
書
き
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
『
璉
城
寺
縁
起
』
に
は
な
い
近
世
や
そ
の
他
の
情
報
な
ど
も
加
わ
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
紀
有
常
の
中
興
時
期
に
つ
い
て
「
貞
観
年
中
」
と
す
る
部
分
は
、
『
璉
城
寺
縁
起
』
や
、
管
見
の
限
り
近
世
の
名
所
図
会
な
ど
に
も
記
載
が
な
い
。
現
在
、『
璉
城
寺
縁
起
』
を
納
め
る
木
箱
に
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
正
月
二
三
日
条
の
紀
有
常
卒
伝
の
抜
書
き
と
、「
紀
延
親
」
の
手
に
な
る
紀
有
常
の
系
譜
を
記
し
た
「
紀
有
常
系
」
と
題
す
る
紙
片
が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
点
と
関
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
寺
号
の
表
記
を
「
璉
城
寺
」
と
す
る
が
、
原
本
を
見
る
限
り
す
べ
て
も
と
「
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
刷
り
消
し
て
、
「
城
」
に
書
き
改
め
て
い
る
。
璉
寺
所
蔵
の
縁
起
な
ど
が
「
璉
城
寺
」
と
表
記
し
て
い
た
た
め
、
通
用
し
て
い
る
寺
号
の
部
分
的
な
修
正
を
加
え
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
の
下
で
の
修
正
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
堺
県
管
下
大
和
国
添
上
郡
奈
良
紀
寺
町 ＊
１
本
山
延
暦
寺
末璉
城
寺 ＊
２
天
台
宗
一
本
尊
阿
弥
陀
仏
一
由
緒
創
立
、
聖
武
天
皇
天
平
十
七
年
正
月
行
基
ニ
大
僧
正
ヲ
加
へ
及
度
者
四
百
人
ヲ
賜
フ
、
同
五
月
掃
部
頭
栗
棲
王
ヲ
遣
シ
、
山
迹
ノ
州
平
城
ニ
於
テ
四
大
寺
ノ
衆
ヲ
会
シ
、
三
都
何
レ
カ
佳
ナ
ル
ト
宣
問
ス
、
僉
曰
平
城
佳
ナ
リ
ト
、
之
ニ
由
テ
十
一
年
奈
良
ノ
都
ニ
還
ル
、
八
月
近
州
紫
香
楽
ヨ
リ
寧
楽
ニ
移
ル
、
金
銅
十
六
丈
ノ
盧
舎
那
仏
ヲ
営
ス
、
今
ノ
東
大
寺
大
仏
殿
ノ
構
ノ
如
シ
、
此
時
大
僧
正
行
基
陛
下
ヲ
奨
メ
奉
リ
、
禁
液
ニ
受
ケ
錙
銖
ヲ
尽
之
ヲ
用
ヒ
、
梁
ニ
架
ス
ル
ノ
椽
ヲ
具
へ
多
ク
精
舎
ヲ
建
ツ
、
扁
ケ
テ
璉
城
寺
ト
勅
額
ヲ
賜
フ
、
宮
中
玉
ヲ
琢
ク
ニ
準
フ
テ
之
ヲ
目
ツ
ク
、
本
尊
弥
陀
ノ
尊
容
ハ
女
人
決
定
往
生
ノ
容
ヲ
著
ハ
シ
、
白
色
ノ
裸
形
ヲ
作
ス
、
紀
寺
新
屋
敷
南
北
通
ハ
璉
城
寺
境
内
ニ
シ
テ
古
へ
上
津
道
ト
云
是
ナ
リ
、
南
都
巽
際
限
ニ
出
口
街
道
是
ナ
リ
、
上
古
左
京
ノ
京
極
大
路
ニ
当
ル
、
往
古
元
興
寺
・
璉
城
寺
等
並
ヒ
相
続
ケ
ル
ナ
リ
ト
、
桓
武
天
皇
延
暦
二
年
十
二
月
封
戸
ヲ
璉
城
寺
ニ
納
ム
、
其
後
荒
廃
ス
、
貞
観
年
中
紀
有
常
朝
臣
当
伽
藍
ヲ
再
営
ス
、
紀
氏
ノ
寺
タ
ル
ニ
依
テ
紀
寺
ト
称
ス
、
慶
長
七
年
八
月
徳
川
家
康
法
華
寺
・
肘
塚
両
村
ニ
於
テ
寺
領
二
十
石
寄
附
ス
一
本
堂
方
三
間
一
客
室
桁
行
五
間
梁
行
三
間
四
尺
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一
庫
裏
方
三
間
一
居
間
方
弐
間
一
廊
下
桁
行
四
間
五
尺
梁
行
四
尺
五
寸
一
表
門
桁
行
二
間
梁
行
一
間
三
尺
一
中
門
桁
行
壱
間
三
尺
梁
行
壱
間
一
境
内
六
百
六
拾
坪
余
官
有
地
第
四
種
一
檀
徒
八
拾
人
一
管
轄
庁
迄
距
離
於
壱
里
以
上
「
境
外
（
追
記
）所
有
地
一
田
壱
反
参
歩
奈
良
市
紀
寺
町
字
辻
堂
北
六
百
九
十
二
番
地 ＊
３
地
価
金 ＊
４
一
田
六
畝
弐
歩
同
市
同
町
字
藤
ノ
木
第
七
百
四
十
八
番
地 ＊
５
一
田
四
畝
四
歩
同
市
同
町
字
同
第
七
百
四
十
九
番
地 ＊
６
一
田
五
畝
弐
拾
八
歩
同
市
同
町
字
阿
弥
陀
前
第
七
百
五
十
八
番
地 ＊
７ノ
内
右
四
筆
届
減
ニ
付
明
治
四
十
年
十
月
十
八
日
記
入
旨
届
出
『
右
田
四
筆
及
（
朱
筆
）
反
別
弐
反
五
畝
拾
九
歩
、
陸
軍
省
用
地
ト
シ
テ
売
却
願
、
明
治
四
十
年
十
月
廿
三
日
許
可
』」
資
料
注
＊
１
こ
の
行
の
上
、
欄
外
に
、
最
終
行
の
色
と
は
異
な
る
朱
筆
で
「
山
門
」
と
あ
る
。
な
お
、
最
初
の
頁
の
左
上
欄
外
に
は
、
「
第
五
五
号
」
と
印
と
朱
書
で
璉
城
寺
の
整
理
番
号
を
示
す
。
＊
２
「
璉
城
寺
」
の
「
城
」
は
も
と
「
」。
刷
り
消
し
て
い
る
。
以
下
同
じ
。
＊
３
・
５
～
７
＊
印
の
付
い
た
こ
れ
ら
全
四
行
は
、
最
終
二
行
の
朱
筆
と
同
じ
色
で
、
消
去
さ
れ
る
。
＊
４
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
『
寺
院
明
細
帳
』
（
『
寺
院
明
細
帳
原
簿
』
と
い
う
べ
き
。
本
文
注
（
４
）
参
照
）
に
は
、
こ
こ
で
省
略
さ
れ
て
い
る
四
筆
個
々
の
地
価
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
他
方
で
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
の
変
更
に
関
わ
っ
て
行
わ
れ
た
朱
に
よ
る
消
去
が
、
こ
の
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
の
台
帳
に
対
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
役
所
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
帳
簿
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
２
現
在
の
璉
寺
の
「
縁
起
」
○
故
下
間
松
甫
（
春
吉
）
氏
に
よ
る
璉
寺
の
解
説
（
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
録
音
）
璉
寺
本
堂
内
は
、
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
中
心
に
、
そ
の
左
右
、
や
や
離
れ
て
観
音
菩
薩
立
像
と
勢
至
菩
薩
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
堂
内
に
は
、
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
や
紀
有
常
像
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
こ
の
本
堂
の
拝
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観
に
お
い
て
、
璉
寺
の
解
説
と
し
て
Ｃ
Ｄ
に
記
録
さ
れ
た
、
故
下
間
松
甫
氏
に
よ
る
案
内
が
流
さ
れ
る
。
元
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
使
用
し
て
い
た
も
の
を
、
現
在
は
Ｃ
Ｄ
に
録
音
し
直
し
て
利
用
し
て
い
る
。
下
間
松
甫
氏
は
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
に
生
ま
れ
、
璉
寺
に
来
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
後
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
五
）
に
九
〇
歳
で
没
し
て
い
る
。
現
在
の
住
職
の
記
憶
に
よ
る
と
、
一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
）
に
、
松
甫
氏
が
、
口
頭
で
行
っ
て
い
た
拝
観
者
へ
の
解
説
を
録
音
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
解
説
に
は
も
っ
ぱ
ら
こ
の
テ
ー
プ
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
『
璉
城
寺
縁
起
』
に
よ
る
由
来
と
、
宗
教
的
談
話
、
歴
史
的
・
彫
刻
史
的
解
説
か
ら
な
る
。
同
じ
く
現
在
の
住
職
に
よ
れ
ば
、
一
度
録
音
し
た
後
、
「
勢
至
菩
薩
が
観
世
音
菩
薩
の
五
〇
年
の
ち
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
」
と
す
る
一
節
が
、
仏
像
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
勢
至
菩
薩
の
作
成
時
期
と
異
な
る
た
め
、
削
除
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
象
徴
的
さ
れ
る
よ
う
に
、
松
甫
氏
の
解
説
は
、
文
化
財
へ
の
理
解
と
関
心
を
示
し
て
い
る
。
（
鉦
の
音
２
回
）
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
ご
本
尊
は
、
後 （マ
マ
）一
条
天
皇
の
お
后
、
上
東
門
院
さ
ん
の
願
い
に
よ
り
ま
し
て
、
恵
心
僧
都
が
お
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
恵
心
僧
都
は
、
皇
后
さ
ん
の
心
の
悩
み
を
調
べ
ま
し
て
、
女
人
が
仏
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
形
の
上
に
現
し
て
く
だ
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
破
天
荒
の
お
姿
と
申
し
て
よ
い
の
で
あ
り
ま
す
。
お
袴
は
後
で
召
さ
し
て
あ
る
の
で
す
が
、
彫
刻
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
女
性
に
ょ
し
ょ
うを
は
っ
き
り
表
し
て
お
い
で
に
な
り
ま
す
。
ご
本
尊
の
形
か
ら
申
し
ま
す
る
と
、
お
頭 つ
むが
、
普
通
は
螺 ら
髪 ほ
つで
あ
り
ま
す
る
が
、
こ
の
ご
本
尊
は
、
京
都
の
嵯
峨
の
清
涼
寺
の
お
釈
迦
様
の
お
頭
と
同
じ
よ
う
に
、
縄
式
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
の
仏
様
は
こ
の
縄
式
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ
う
し
て
、
右
手
を
開
い
て
ご
ざ
る
。
左
手
を
結
ん
で
ご
ざ
る
。
こ
う
し
た
印
相
は
他
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
ご
本
尊
一
体
と
言
う
て
も
え
え
ん
で
す
。
こ
れ
は
釈
迦
・
阿
弥
陀
に
、
釈
迦
と
弥
陀
と
が
二
体
が
一
体
の
お
姿
。
宗
教
の
究
極
は
一
体
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
事
で
も
、
剣
の
上
に
お
き
ま
し
て
も
、
馬
術
の
上
に
お
き
ま
し
て
も
、
茶
道
に
お
き
ま
し
て
も
、
華
道
に
お
き
ま
し
て
も
、
道 ど
うと
い
う
、
道 み
ちと
い
う
字
が
つ
く
究
極
は
、
一
体
に
な
る
と
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
が
最
高
の
人
間
の
幸
せ
で
あ
り
、
そ
れ
が
仏
な
ん
で
す
。
で
、
恵
心
僧
都
が
比
叡
山
に
お
い
て
念
仏
三
昧
に
入
ら
れ
ま
し
て
、
念
仏
に
よ
っ
て
か
ら
に
、
女
人
も
男
子
も
で
す
ね
、
一
切
の
者
が
、
必
ず
仏
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
を
体
感
あ
そ
ば
し
、
そ
う
し
た
自
分
の
悟
り
を
何
か
表
し
た
い
と
思
う
て
お
ら
れ
ま
す
る
時
に
上
東
門
院
さ
ん
の
願
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
し
た
女
人
の
裸
の
お
姿
―
女
人
で
あ
り
、
仏
で
あ
り
、
釈
迦
で
あ
り
、
弥
陀
で
あ
り
、
一
体
で
す
ね
―
の
お
姿
を
現
し
て
下
さ
れ
た
の
で
す
。
ご
来
迎
の
お
姿
。
向
う
か
ら
救
い
に
来
て
く
だ
さ
る
お
姿
。
木
は
白
檀
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
仏
様
。
絵
に
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し
た
彫
刻
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
お
釈
迦
様
が
三
十
二
相
と
い
う
こ
と
を
お
説
き
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
十
二
相
の
う
ち
の
一
つ
が
こ
の
お
手
に
表
し
て
お
ら
れ
る
。
指
と
指
の
間
に
膜
が
あ
り
ま
す
が
、
縵
網
ま
ん
も
うと
申
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
漏
ら
さ
ず
救
う
と
い
う
こ
と
を
表
現
し
て
お
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ら
れ
る
。
こ
の
ご
本
尊
の
縁
起
に
も
で
す
ね
、
こ
の
仏
を
一
度
ひ
と
た
び拝
み
、
口
に
戯
れ
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
ず
仏
に
籍
を
お
か
ん
と
い
う
非
常
に
力
強
い
御
縁
起
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
女
人
の
裸
の
お
姿
で
あ
り
ま
す
の
で
、
秘
仏
と
い
た
し
ま
し
て
、
今
ま
で
は
五
〇
年
に
一
回
の
ご
開
扉
、
こ
の
お
袴
を
お
取
り
替
え
す
る
時
の
ご
開
扉
で
あ
り
ま
し
た
が
、
た
だ
今
で
は
五
を
採
り
ま
し
て
五
月
中
だ
け
ご
開
扉
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
。
両
脇
に
ご
安
置
す
る
の
が
本
当
で
す
が
、
今
こ
の
寺
小
さ
く
な
っ
て
ま
す
の
で
、
別
に
ご
安
置
し
て
お
り
ま
す
る
が
、
こ
の
観
世
音
菩
薩
は
一
木
い
ち
ぼ
くで
非
常
に
優
秀
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
勢
至
菩
薩
、
こ
れ
は
後
に
造
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
作
者
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
こ
の
寺
は
、
創
建
そ
う
こ
んは
行
基
菩
薩
が
東
大
寺
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
そ
の
あ
と
に
、
こ
の
璉
寺
を
お
建
て
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
が
、
荒
れ
て
お
り
ま
し
た
の
を
紀
有
常
卿
が
大
修
復
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
、
こ
の
寺
を
俗
に
紀 き
寺 で
らと
も
、
ま
た
こ
の
辺
の
町
名
は
紀
寺
何
々
と
い
う
ふ
う
に
で
す
ね
、
い
わ
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
こ
の
寺
も
随
分
と
こ
れ
ま
で
荒
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
ご
本
尊
、
そ
れ
か
ら
観
世
音
菩
薩
と
勢
至
菩
薩
、
三
体
が
文
化
財
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
仏
様
は
無
事
に
こ
う
し
て
伝
え
ら
れ
て
あ
り
ま
す
。
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
、
南
無
阿
弥
陀
仏
○
璉
寺
境
内
・
璉
寺
解
説
板
（
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
設
置
）
木
製
の
開
設
板
で
、
璉
寺
の
西
門
を
く
ぐ
っ
た
す
ぐ
右
手
に
あ
る
。
裏
面
の
墨
書
銘
に
一
九
八
八
年
（
昭
和
六
三
）
の
建
立
と
記
さ
れ
る
。
裏
面
に
は
別
に
、
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
墨
書
し
た
と
い
う
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
六
字
名
号
が
多
数
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
六
字
名
号
は
、
掛
け
軸
や
額
な
ど
の
形
を
と
っ
て
、
寺
内
に
多
く
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
解
説
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
奈
良
市
法
華
寺
の
伝
説
と
も
関
わ
る
「
光
明
皇
后
成
仏
」
の
記
述
や
「
安
産
祈
願
」
な
ど
の
ほ
か
、
仏
像
を
讃
え
る
詩
的
表
現
な
ど
独
自
の
記
載
が
み
ら
れ
る
点
が
興
味
深
い
。
〔
表
面
〕
璉
寺
（
紀
寺
）
縁
起
所
在
奈
良
市
西
紀
寺
四
五
開
基
行
基
宗
派
浄
土
真
宗
平
城
京
遷
都
に
際
し
飛
鳥
に
建
立
し
て
あ
り
ま
し
た
紀
寺
を
此
の
地
に
移
設
創
建
さ
れ
ま
し
た
星
移
り
歳
変
り
荒
廃
し
た
の
を
紀
有
常
郷 （マ
マ
）が
再
興
さ
れ
ま
し
た
そ
の
後
身
が
璉
寺
と
称
さ
れ
て
お
り
ま
す
御
本
尊
は
恵
心
僧
都
の
造
顕
に
か
か
る
白
色
裸
形
の
阿
弥
陀
如
来
像
で
女
人
決
定
往
生
の
証
し
と
さ
れ
ま
し
た
こ
の
尊
像
に
仮
り
に
礼
拝
し
南
無
阿
弥
陀
仏
と
称
え
れ
ば
必
ず
浄
土
の
蓮
台
の
契
り
を
結
ば
せ
よ
う
と
の
御
誓
い
で
ま
こ
と
に
匂
う
よ
う
な
御
か
ん
ば
せ
御
い
つ
く
し
み
の
や
さ
し
い
御
ま
な
ざ
し
ほ
ほ
え
ま
し
い
口
よ
り
た
え
な
る
み
声
が
心
琴
に
響
く
よ
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
す
寺
伝
に
は
光
明
皇
后
成
仏
の
等
身
大
五
尺
四
寸
五
分
（
約
一
六
五
セ
ン
チ
）
の
御
容
姿
で
す
の
で
秘
佛
と
し
て
御
開
扉
五
十
年
目
に
一
度
と
し
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
近
年
に
な
り
毎
年
五
月
中
は
御
開
帳
さ
れ
て
御
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尊
像
を
仰
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
ま
た
安
産
祈
願
の
た
め
の
参
詣
者
が
多
く
訪
れ
ま
す本
尊
阿
弥
陀
如
来
立
像
（
県
指
定
文
化
財
）
脇
侍
観
音
菩
薩
立
像
（
重
要
文
化
財
）
勢
至
菩
薩
立
像
寺
宝
聖
徳
太
子
立
像
地
蔵
菩
薩
半
跏
像
行
基
菩
薩
坐
像
紀
有
常
朝
臣
立
像
大
黒
天
像
石
仏
観
音
像
（
本
堂
前
庭
）
行
事
専
修
念
仏
会
四
月
六
日
か
ら
七
日
間
十
一
月
六
日
か
ら
七
日
間
御
開
帳
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
〔
裏
面
〕
昭
和
六
十
三
年
戊
申
辰
三 碧
木
星
四
月
六
日
建
之
お
わ
り
に
三
つ
の
璉
寺
の
「
縁
起
」
と
関
わ
る
資
料
を
紹
介
し
た
。
少
な
く
と
も
室
町
期
よ
り
残
る
『
璉
城
寺
縁
起
』
が
、
そ
の
時
代
に
あ
わ
せ
、
様
々
な
形
を
変
え
て
、
現
在
も
伝
承
さ
れ
て
い
く
様
子
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
の
調
査
の
糧
と
な
る
と
と
も
に
、
後
世
の
記
録
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
注
（
１
）
佐
久
間
貴
士
・
堀
裕
・
荒
武
賢
一
朗
「
璉
寺
（
紀
寺
）
総
合
学
術
調
査
２
」
（
『
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
学
芸
学
部
論
集
』
第
四
六
号
、
二
〇
〇
九
年
）
の
堀
担
当
分
「『
璉
城
寺
縁
起
』
写
本
と
そ
の
書
込
み
に
つ
い
て
」。
（
２
）
青
木
睦
「
解
題
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
史
料
館
編
『
史
料
叢
書
七
社
寺
明
細
帳
の
成
立
』
名
著
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）。
以
下
、
青
木
氏
の
研
究
の
引
用
は
す
べ
て
こ
こ
か
ら
。
（
３
）
圭
室
文
雄
監
修
・
解
説
『
明
治
初
年
寺
院
明
細
帳
』
第
一
巻
・
第
五
巻
（
ア
ル
ヒ
ー
フ
、
二
〇
〇
八
・
二
〇
〇
九
年
、
刊
行
中
）
に
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
本
末
寺
号
其
外
明
細
帳
』
の
影
印
と
と
も
に
、
圭
室
文
雄
氏
に
よ
る
簡
単
な
解
説
が
付
く
。
そ
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
明
治
元
年
に
行
っ
た
各
藩
の
神
仏
分
離
政
策
の
追
跡
調
査
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
い
う
。
（
４
）
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
の
明
治
二
四
年
『
寺
院
明
細
帳
』
の
添
上
郡
の
冊
（
請
求
番
号
一
・
Ｍ
二
四
・
一
〇
五
）
に
も
「
璉
寺
」
の
項
目
が
あ
る
。
こ
の
帳
簿
は
、
各
寺
院
か
ら
提
出
さ
れ
た
書
類
を
そ
の
ま
ま
綴
っ
て
お
り
『
寺
院
明
細
帳
原
簿
』
の
形
態
を
示
す
。
た
と
え
ば
、「
信
徒
総
代
」「
大
和
国
天
台
宗
取
締
」「
奈
良
県
下
天
台
宗
務
取
締
」
の
署
名
な
ど
が
あ
る
ほ
か
、
記
述
内
容
も
や
や
詳
し
い
。
た
だ
し
、
年
代
か
ら
み
て
一
八
七
九
（
明
治
一
二
年
）
の
『
寺
院
明
細
帳
』
の
直
接
基
礎
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
後
考
を
挨
つ
。
（
付
記
）
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
度
（
平
成
二
〇
年
度
）
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
特
別
研
究
費
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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